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町
長

日
頃
は
、
猪
名
川
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

で
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

会
長

は
い
、
創
立
20
周
年
記
念
展
と
し
て
、
10
月

30
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
サ

ピ
エ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
猪
名

美
展
」
を
行
い
ま
す
。
記
念

展
で
は
、
会
員
の
展
示
に
加
え
Ｏ
Ｂ
会
員
の
作
品
も

展
示
し
盛
大
に
行
い
ま
す
。

町
長

生
活
の
中
で
見
た
も
の
感
じ
た
こ
と
が
、
す

べ
て
芸
術
活
動
の
対
象
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

会
員

そ
う
で
す
ね
。
人
に
よ
っ
て
人
物
や
風
景
・

物
な
ど
題
材
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
私
は
、
猪
名
川

町
に
25
年
前
に
引
っ
越
し
て
以
来
、
町
内
の
川
や
山

な
ど
自
然
を
中
心
に
風
景
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

町
長

風
景
画
を
描
か
れ
る
方
に
と
っ
て
、
猪
名
川

町
は
良
い
環
境
で
す
ね
。
皆
さ
ん
は
、
日
々
ど
の
よ

う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

会
長

会
員
達
は
個
々
に
作
品
づ
く
り
を
行
っ
た

り
、
個
展
を
開
い
た
り
と
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
年
に
一
度
開
催
す
る
「
猪
名
美
展
」
で
は
、

互
い
の
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
刺
激
を
与
え
あ
い
、

互
い
を
高
め
あ
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員

会
員
に
は
口
下
手
な
方
も
多
い
で
す
が
、
作

品
は
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
猪

名
川
町
に
は
す
ば
ら
し
い
才
能

の
持
ち
主
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

会
員

演
劇
や
音
楽
を
含
め
て
、
若
い
芸
術
家
達
が

活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

町
長

こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
作
品
を
生
み
出
し

て
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
芸
術
文
化

に
親
し
み
楽
し
め
る
心
豊
か
な
ま
ち
を
築
い
て
い
く

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
ま
ち
の
芸
術
文
化
に
つ
い
て
熱
く
語

る
猪
名
美
会
の
皆
さ
ん
と
真
田
町
長

猪
名
川
美
術
協
会

芸
術
文
化
薫
る
ま
ち
に

プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ど
の
美
術
家
達
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
猪
名
川
美
術
協
会
は
、
昭
和

63
年
に
発
足
し
今
年
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
油
絵
や
水
彩
画
を
は
じ

め
、
陶
芸
・
彫
刻
・
立
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

※都合によって日程が前後すること

があります

1 0月から1 2月のし尿収集日程

▼
と
き

10
月
27
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
同
４
時
（
受
付
＝
午

後
２
時
〜
）

▼
と
こ
ろ

社
会
福
祉
会
館

▼
内
容

猪
名
川
に
す
む
水
生
生

物
と
水
環
境
に
つ
い
て

▼
講
師

牛
尾
巧
さ
ん
（
環
境
省

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
野

生
生
物
を
調
査
研
究
す
る
会
副
理

事
長
）

▼
対
象

原
則
と
し
て
、
小
学
校

児
童
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で
す

が
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

先
着
30
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
10

月
19
日
ま
で
に
電
話
で
、
川
づ
く

り
部
会
事
務
局
（
建
設
課
内
�
７

６
６
・
８
７
０
５
）
へ
。

▼
と
き

10
月
６
日
（
土
）
〜
同

14
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
猪
名
川
店

３
階

▼
内
容

こ
ん
な
猪
名
川
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど

も
達
が
描
い
た
絵
画
を
展
示

問
い
合
わ
せ
は
、
川
ネ
ッ
ト
部

会
事
務
局
（
総
務
課
内
�
７
６

６
・
８
７
０
７
）
へ
。

10
月
は
、
し
尿
収
集
手
数
料

（
定
額
制
）
の
契
約
更
新
月
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
に
更
新
手
続
の

書
類
と
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
世
帯
人
数
に
変
更
が
な
け
れ

ば
、
最
寄
の
金
融
機
関
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
人
数
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
納
入
金
額
を
変
更
し

ま
す
の
で
上
下
水
道
課
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

な
お
、
し
尿
収
集
に
は
、
定
額

制
と
従
量
制
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

【
定
額
制
】
一
般
家
庭
を
対
象
に

年
間
契
約
（
平
成
19
年
11
月
１
日

〜
同
20
年
10
月
31
日
）
の
料
金
を

前
納
し
、
毎
月
１
回
定
期
に
収
集

す
る
。
（
料
金
は
左
表
の
と
お
り
）

【
従
量
制
】
事
業
所
や
臨
時
で
収

集
を
希
望
す
る
時
に
電
話
で
申
込

み
、
そ
の
都
度
収
集
し
ま
す
。
料

金
は
、
収
集
量
に
よ
っ
て
算
定

（
10
�
当
た
り
85
円
）
し
ま
す
。
一

般
家
庭
で
は
、
定
額
制
の
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
上

下
水
道
課
（
�
７
６
６
・
８
７
１

６
）
へ
。

しし
尿尿
収収
集集
契契
約約
のの
更更
新新
手手
続続
きき
をを

し尿収集定額制
料金表（年額）

1～3人用

4～5人用

6人用

7人用

8人用

7,800円

12,360円

16,560円

19,440円

22,320円

清
流
猪
名
川
に
つ
い
て
考
え
よ
う

本
日
（
10
月
１
日
）
か
ら
川
西

消
防
通
信
指
令
シ
ス

テ
ム
の
共
同
運
用
を

開
始

『食事をするとすぐお腹が

はった感じがしたり、食後に

胃のもたれや膨満感を感じる。

また、時々上腹部が痛む。排

便しても改善しない。このよ

うな症状が半年以上続いてい

る』こんな訴えをお持ちの方

は案外多いと思います。この

ような方が病院で内視鏡検査

を受けても、がん・潰瘍とい

った器質的異常が見つからな

い場合が、実に半数以上ある

ということがわかっています。

それでも患者さんにとって、

つらい症状は確かにあるので

す。

このような場合、聞き慣れ

ない病名かもしれませんが、

機能性胃腸症（機能性ディス

ペプシア）が疑われます。胃

粘膜を保護するいわゆる胃薬

を服用しても良くならず、胃

腸の働きを良くする薬を飲む

と症状が改善することがあり

ます。また、漢方薬が奏功す

ることもあります。

これまでは便宜的に、慢性

胃炎や神経性胃炎などと診断

されていました。しかし、実

際に炎症があるわけではあり

ません。機能性胃腸症の要因

としては、消化管運動異常

（胃の排泄遅延、胃底部弛緩不

全）、内臓知覚異常（知覚過敏

状態、酸過敏症）、心理的要因

（ストレス）などが考えられて

います。心当たりのある方は

検査・治療について、かかり

つけ医にご相談することをお

勧めします。

森田内科医院

森田安重医院長

胃のもたれ・痛み
もしかして

機能性胃腸症？
市
と
猪
名
川
町
が
消
防
通
信
指
令

シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
を
開
始
し

ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
「
１
１

９
番
通
報
」
の
方
法
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
通
報
後
は
、
消
防
職

員
の
質
問
に
落
ち
着
い
て
答
え
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
訓
練
の
依
頼
や
そ
の
他

の
届
出
の
窓
口
は
、
今
ま
で
と
同

じ
く
町
消
防
本
部
で
す
。

◇
　
◆
　
◇

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

▼
所
在
地

川
西
市
火
打
１
丁
目

12
番
11
号
（
川
西
市
消
防
本
部
内
）

▼
電
話
番
号

�
７
５
９
・
０
１

１
９
（
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

▼
災
害
情
報
サ
ー
ビ
ス

�
７
５

９
・
１
２
３
４
（
猪
名
川
町
・
川

西
市
の
災
害
情
報
）

▼
オ
ー
ト
テ
レ
ガ
イ
ド

�
７
６

６
・
８
４
８
４
（
猪
名
川
町
の
災

害
お
よ
び
一
般
情
報
）

兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
と

合
同
訓
練
を
実
施

問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
（
�
７
６
６
・
０
１
１
９
）
へ
。

大
規
模
な
山
火
事
や
救
急
事
案

な
ど
に
迅
速
に
対
応
し
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
兵
庫
県

消
防
防
災
航
空
隊
と
猪
名
川
町
消

防
本
部
、
川
西
市
北
消
防
署
の
合

同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
中
、
付
近
の
皆
様
に
は
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
の
騒

音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
訓
練
中
は
グ
ラ
ン
ド
内
へ
の
立

入
は
禁
止
と
し
ま
す
。
観
覧
場
所

で
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

天
候
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
き
　
10
月
22
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
同
11
時

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
周
辺
山
林

地 区 名 1 0月 1 1月 1 2月

肝川・銀山・広根
上 野 ・ 柏 梨 田
紫合・猪名川荘苑
原 ・ 民 田
上 阿 古 谷
北 野
北 田 原
万 善 ・ 槻 並
木 津 ・ 東 山
木 津 上
木間生・杤原・林田
笹 尾
清 水 ・ 清 水 東
仁 頂 寺 ・ 島
鎌 倉
杉 生
西 畑 ・ 柏 原

１・２
２

３・４
５
５
９
９
10
11
11

12・15
16

17・18
19

22・23
24・25・26
29・30・31

１・２
２

５・６
７
７
８
８

９・12
13
13

14・15
16

19・20
21
22

26・27・28
28・29・31

３・４
４
５
６
６
７
７

10・11
12
12
13
14

17・18
19
20

21・25・26
26・27・28

こ
ん
な
猪
名
川
に
な
っ
て

ほ
し
い
絵
画
展
を
開
催

�
昨
年
の
絵
画
展
の
様
子

町
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
す
る
私
達
の
大
切
な
猪
名
川
を
、

ま
た
そ
こ
に
す
む
生
き
物
達
に
と
っ
て
も
す
み
よ
い
川
と
な
る
よ

う
、
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
猪
名
川
と
し
て
い
く
た
め
に
、
清
流
猪

名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

清
流
猪
名
川
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
川
に
つ
い
て
の
知
識
や
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
学
習
会
や
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

猪
名
川
に
す
む
水
生
生
物

の
学
習
会
を
開
催


